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高松塚古墳

奈良県

管常離
駒凸各審
葉寧学由
筆瞥藩

29402 1角年169 34° 27′44〃

(世界測地系 )

34° 27′32〃

(日 本測地系 )

135° 48′22″

世界測地系 )

135° 48′32″

日本測地系 )

2004.10.1

∫

2005,3,31

656■苫 国宝 高松 塚

古墳 壁 画恒

久保存 対 策

検 討 の ため

の学術 調 査
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特別史跡

高松塚古墳

古墳 飛鳥時代

∫

中 世

墳丘、周溝、

掘立柱建物、

土坑など

土師器、須恵器、

瓦器など

墳丘周囲を面的に調査

し、周溝 を検出したこ

とにより、古墳の形態

と規模が判明 した。 ま

た後世の墳丘の開削や、

地震による墳丘の損傷、

古墳の埋没環境などが

壁画の保存環境 に悪影

響 を及ぼ している可能

性が浮上 した。版築層

か ら出土 した土器によ

り、古墳の築造時期 を

推定する手がか りが得

られた。


